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*若い時だけの黒髪は、今や国宝！ * 

 

今年の夏は雨が少なく、日照り続きで、もしもこれが江戸時代なら、きっと私、

田んぼの真ん中で「雨乞い」の歌を歌っちゃうだろうな！？なんて思うほど過

酷な夏でしたが、９月に入り、今度は警報が鳴るほどの台風。自然は本当に忙

しく厳しいですね。  

 

しかし、今年の夏、私はシャワーを浴びる時、ずっと 37 度で大丈夫でした。昨

年までは 40 度以下にしたことがなかったのに３度も低いなんて凄いことだと

思います。エネルギー節約を思うといい気もしますが、それだけでも確実に気

温・体温が上がっているとリアルにわかります。  

 

思わず「こんな地球に誰がした！」という思い。私達、大人はもういいですけ

ども、これからの未来を担う子供たちを思うと、ギトギトに熱せられたアスフ

ァルトの上を忍の字で歩いている子供たちは心から気の毒になり、心の中で「ご

めんなさい！でも頑張って！」と声をかけてしまいます。なので、今日は長年

ず～っとお伝えしたかった思いを、神奈川県の皆さんはもちろん、日本中の父

さん、お母さんたちに今日こそお伝えしたいと思います！  

 

私は３年前から、神奈川・横浜を本拠地に、80 年代頑張っていたバンド、白井

貴子 ＆ THE CRAZY  BOYS の復刻ライブを開催しています。「 FLOWER POWER」

というアナログのアルバムを復刻リリースしたことがきっかけでした。神奈川

県の「かながわ環境大使」の私としても、地球温暖化がさらに進んでいるのに、

海外では信じ難い戦争も勃発。「少しでもアナログに時代が戻れば！」とそん

な願いの一念でした。その活動で昔の映像を見たり、写真を見たりすることも

多くなりましたが、ライブ会場シーンを見ると、お客さんの感じが今と何か違

うのです！よくよく見ると、子供達の髪の毛の色だと気づきました。  

 

その昔は、10 代の子達の髪の毛はみんな真っ黒でした。でも、それから 40 年。

自由を謳歌する日本は髪の毛を自由にカラーリングする子たちが増えました。

正直、原宿などへ行くと、何人だか全くわからない！（汗）それだけ国際的に

なったという言い方もありますが。私が思うに、歳を重ねる中、白髪を染め続



けるのは本当に大変。私もやらないで済むのなら、 1 日も早くカミングアウト

したいのに、残念なことにまだその良きチャンスがないのですが、私はいつも

その機会を狙っています！  

 

今年の夏は猛暑に加え、雨が降らず、水不足も心配されました。そんな中、髪

の毛をカラーリングするのに使う水の量は半端ではありません。ひと昔前なら、

お年寄りの皆さんはみんな自然にしていたのに、ベビーブームのおじちゃん、

おばちゃんたち、それに続く私たち世代がこぞってみんなでヘアカラーやって

いたら、浄水場はフル回転、たまらないだろうなぁ、と思うのです。私が思う

に、東洋人の黒髪は、とても美しい。スペシャルな美しさ！しかもその黒髪は

「若い時だけの宝物」なのです。  

 

そこで、そんな世代のお子さんを持ちのお父さん、お母さん！是非お子様、お

孫さんに伝えていただけたらと願います！「大人になったら嫌がおうでもカラ

ーリングしなくてはいけなくなるのだから、今しかない黒髪を楽しんで、 1 度

しかない黒髪を大切にしなさい！」と伝えてあげて欲しいのです。最近はなん

でもかんでも、ちょっと言うと「セクハラ・セクハラ」と悪い面ばかりが取り

上げられる時代となり、大人達はかなり若者に遠慮しているように思えます。

でも、ときには、人生の先輩として「教えてあげる」ことも大切だと思うんで

す。 

 

私は、若い時を振り返ると、大人の人たちに、「もっとわかりやすく、しっか

りくっきり教えて欲しかった」と思い起こすことが未だにあります。子供たち

は「なぜ大人がそう言うの？」という、「納得できる理由」を知りたいんです。

その理由をちゃんと言わずに命令みたいに頭ごなしに言うから、すぐ反発した

くなる！私も、よくよく父親とやりあうたび「どうして！？どうして！？」と

聞いた反骨精神に溢れていた少女の頃を思い出します。  

 

私は、長年、女子高校硬式野球の選手の皆さんを応援する歌、「元気にな～れ！」

を歌わせていただいていますが、その女子球児たち、みんな髪の色が素晴らし

いんです。日焼けした肌に、真っ黒な艶やかな黒髪！まさに「大和なでしこ」。

帽子を取ったとき、豊かな美しい長い黒髪がこぼれ落ちた時、女の私でさえも

ドキッとしたことがありました。太陽に輝いてハッとする美しさです。  

 

そんな若い時にしか与えられない美しい黒髪を染めたり、脱色したりするなん

て、本当に「もったいな～い！」若さ大損！若き日々、そんな美しい力をみん



なが持っていることを是非、教えてあげて欲しいです！そして、歳を重ねれば

重ねるほど、白くなっていく髪を楽しめるようなムーブメントも来るといいな

～。同時に「黒髪コンテスト」なんかもやるといいんじゃなんでしょうか？  

 

その昔、そんな CM があったような？（笑）私も若かりし頃、顔には自信なかっ

たけど、黒髪には若い頃、かなり自信があり、「どうして白井貴子をシャンプ

ーの CM に使ってくれないんだろう？」な～んて思ったこともありましたが、

「あ～もう２度とあの髪の美しさには戻れないんだわ～、なんと悲しい！（笑）」

と思います。  

 

若い子達を見て、長年、ずっと思っていたことを今回はお伝えできてよかった

です！若い頃の黒髪は国宝級！エコ＆エコノミー、お小遣いの節約と節水にも

大きく繋がるお話でした。  

 

 

 

 

 

 

80 年代ロックの女王時代のライブの模様２度と戻れない黒髪です。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010 年第 61 回全国植樹祭神奈川大会の時の子供達の後ろ姿。あいにく

の大雨の中、120 人の子供達と大地の上でテーマソング「森へ行こう！」

を歌いました。終演後、天皇陛下と皇后様がおかえりになる時のショッ

ト。遠く美智子様が車の窓を開け雨の中手を振ってくださったのです。

その瞬間、私は「雨に打たれ歌うことになってしまい、子供達にかわい

そうなことをした！と思っていた思いが一気に吹き飛びました！忘れ

られない光景です。その子供達の後ろ姿。その黒髪は、日本の宝です。 


